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[背景および目的] 
 眼科臨床において，視力が 2.0logMAR 値（換算小数視力 0.01）未満の超低視力の視力評
価は，検者の指の本数を答えさせる「指数弁“counting fingers (CF) ”」，手の動きの判別を確
認する「手動弁“hand motion (HM) ”」，明暗の有無を確認する「光覚弁“light perception(LP) ”」，
および「光覚弁なし“no light perception（NLP）”」であり、それらは定量的な評価値ではな
い．近年，超低視力者の視力を簡便に，logMAR 値で定量的評価が可能な The Berkeley 
Rudimentary Vision Test（以下 BRVT）が開発された（Bailey et al., 2012）．今回，同じく低視
力を logMAR値で定量できる logMAR単独ランドルト環視力表（logMAR LEC）と BRVTを
比較し，BRVTの特徴と課題を明らかにし，重度視覚障害者の視力評価法について検討する
ことを目的とした． 
[方法] 
logMAR LECによる良い方の眼の最高矯正視力が，光覚弁から 0.8logMAR値（小数視力
0.16）以内の 110名の患者を対象として，BRVTおよび logMAR LECによる視力検査を行っ
た．検査結果の再現性について，BRVT（20名 39眼）および logMAR LEC（20名 33眼）
の確認を行った．その上で，視力が logMAR値で測定可能だった 61名 61眼に対して，BRVT
と logMAR LECでの視力測定結果を比較した．それに加えて，logMAR LECによる視力が
2.0logMAR値よりも低い超低視力患者に対して BRVTを用いて再評価した． 
 
[結果] 
１．BRVT および logMAR LEC における視力検査は，両視力表とも 2 回の検査結果に強い
相関関係が示され（P < 0.0001），Bland-Altman プロットによる解析において再現性が
認められた． 
２．BRVTと logMAR LECの比較では，両者間に強い相関がみられたが（Y = 0.988 x -0.122，
R = 0.918，P < 0.0001），BRVTの方が良い視力値を示す傾向があった（P <0.01）．両者
の関係は，BRVT = -0.1217 + 0.9883 × logMAR LEC の式で示された．また，両者を
Bland-Altman プロットで解析した場合も同様に，BRVTの方が logMAR LECより視力
値が高い傾向が認められた（図1）．BRVTと logMAR LECの値の差は，平均0.14 logMAR，
標準偏差 0.16（最小 -0.3，最大 0.5）であり，平均値の 95％信頼区間（CI）は，0.10 - 0.18 
logMARで，加算誤差が認められた．なお，両者の検査の平均と，両検査間の差の相関
係数より，回帰式の算出と回帰の有用性の検定を行った結果，有意ではなく（R = -0.184，
P = 0.1565），比例誤差は認められなかった． 
３．logMAR LECによる視力が 2.0logMAR値以下の超低視力患者は 110名中 28名 35 
眼であった．logMAR LECは35眼すべて logMAR値による定量ができなかったが，BRVT
ではその 35眼中 18眼（51.4%）に対し，logMAR値による定量が可能だった． 
 
[考察] 
BRVTは logMAR LECより有意に良い視力値を示す傾向がみられたが，その理由として，
BRVTと logMAR LECの視標形態の違いにより，BRVTは網膜の解像力が得られやすいこと
が推測された．また，視標が提示される網膜部位の関連で，周辺網膜では縞視標が有意に
見えやすいことから，縞視標に似た形態である BRVT では判別がつきやすかったことが考
えられた．一方で，BRVT では logMAR LEC では定量ができなかった超低視力者の約半数
（51.4%）に対して，logMAR 値による視力の定量化が可能だった．このことは，超低視力
の中にも形態覚が残っているものが存在することを意味しており，BRVTはその形態覚を有
する超低視力の定量化において有効な視力表であることが示唆された． 
 
[結語] 
BRVTは logMAR単独ランドルト環視力表と同様に，再現性がある視力表であることが確
認された．BRVTは logMAR LECより有意に良い視力値を示す傾向がみられたが，一方で，
logMAR LECでは定量ができなかった超低視力者の約半数（51.4%）に対して，logMAR値
による視力の定量化が可能だった．BRVTは重度視覚障害者の視機能の把握に有効な視力評
価法であり，今後，眼科臨床のロービジョン領域において活用されることが期待される． 
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